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副腎骨髄脂肪腫の 1例 : 近沢逸平，森田展代，宮澤克人，田中達

朗，鈴木孝治（金沢医大），佐藤勝明（同病院病理） ［症例］75歳，

男性．［主訴］偶発性副腎腫瘍精査目的．［現病歴］2008年12月，急性

胆嚢炎で当院消化器内科入院となり腹部 CT 検査にて右副腎腫瘍を偶

然発見，内分泌非活性型副腎腫瘍と診断された．［画像所見］腹部超

音波検査，腹部 CT 検査，腹部 MRI 検査にて脂肪成分主体の腫瘍と

考えられ副腎骨髄脂肪腫を強く疑い2009年 4月10日，経腰的副腎摘出

術を施行．［病理結果］腫瘍は弾性軟で 145 g，8.0×6.5×4.3 cm，割

面では分葉状，結節性で黄白色の充実性腫瘍を認めた．腫瘍は脂肪細

胞と骨髄造血細胞の混在を認め副腎骨髄脂肪腫と診断した．［考察］

副腎骨髄脂肪腫は病理学的に脂肪細胞と骨髄系細胞が混在する非機能

性良性腫瘍とされ，副腎偶発腫瘍の約 2％とされる．われわれが調べ

えた報告例は自験例を含め127例であり若干の文献的考察を加え報告

した．

隣接臓器合併切除を要した上腹部腫瘍（副腎・腎・後腹膜軟部組

織）の 5例 : 前田雄司，三輪聰太郎，町岡一顕，川口昌平，栗林正

人，北川育秀，溝上 敦，高 栄哲，並木幹夫（金沢大） 上腹部に

発生する大きな腫瘍を切除する際，体壁の切開方法にはいくつかの方

法がある．局所進展が術前に疑われた上腹部の大きな腫瘍に対して隣

接臓器の合併切除を併せて施行した 5症例を提示する． L字切開によ

る経腹膜的アプローチと釣り上げ鉤を用いて，視野の良い術野を確保

することで，いずれの症例も安全に施行しえた．

進行腎細胞癌に対し Sunitinib・IFN-α 併用療法を行った 1症例 :

岡田昌裕，棚瀬和弥，楠川直也，稲村 聡，関 雅也，渡邉 望，青

木芳隆，大山伸幸，三輪吉司，秋野裕信 横山 修（福井大） 症例

は56歳，男性．CT にて右腎癌が疑われ他院より紹介．右腎細胞癌

T1bN0M0 と診断．腹腔鏡下右腎摘出術を施行．病理結果は clear cell

carcinoma，v (＋) であった．IFN-α・IL-2 などのサイトカイン療法を

行ったが，多発肺転移・縦隔リンパ節転移が出現し，急速に増大した

ため，Sunitinib を開始した．内服期間中は嗄声・咳などの自覚症状

が改善した． 3コースの治療効果判定は PD．Sorafenib に変更．自覚

症状は増悪し，効果判定も PD であったため，Sunitinib＋IFN の併用

療法を行った．画像上は PD であったが，Sunitinib 内服中は自覚症状

が改善する傾向があった．

肺転移巣切除と化学療法にて 5年生存を得ている G3 腎盂癌の 1例

: 横川竜生，塚 晴俊，村中幸二（市立長浜） 症例は50歳代，男

性．他院人間ドックにて左腎盂腫瘍を指摘され当科紹介となった．限

局性左腎盂癌の診断にて2005年 2月に後腹膜鏡下に左腎尿管全摘除術

を施行．病理診断は UC，G2≫G3，pT3 であった．術後 4度の肺転

移を認めるも，抗癌化学療法およびその都度の肺転移巣切除にて左腎

盂癌根治術後60カ月を経過した現時点において新たな再発を認めるこ

となく経過している．G3 腎盂癌は 5年生存率が30％以下と予後の悪

い疾患であるが，肺転移巣に関しては積極的な外科的切除を加えるこ

とによって比較的良好な予後が得られると考えられる．

経尿道的に治療しえた尿管 Fibroepithelial polyp の 1例 : 飯島将

司，越田 潔，石浦嘉之（金沢医療センター），川島篤弘（同臨床検

査） 症例は59歳，男性，肉眼的血尿および間歇的な排尿困難を主訴

に受診．膀胱鏡にて右尿管口より表面平滑なポリープの突出を認め

た．術前の尿細胞診は陰性，形態的にも良性の尿管ポリープを疑い，

経尿道的手術を予定した．硬性尿管鏡およびボール型電極を用いて腫

瘍を切除，摘出した．病理は fibroepithelial polyp，最長径 15.2 cm で

あった．治療後 2カ月時点での IVP にて尿管の狭窄，再発は認めて

おらず，自覚症状も改善した．近年の発表では尿管ポリープは経尿道

的に切除されることが多い．当科においても長大な尿管ポリープを経

尿道的に切除しえたためこれを報告する．

過活動膀胱の抗コリン薬投与に伴う口渇に対する新たな手段 ;ニザ

チジン併用の有用性に関する検討 :杉本和宏，中嶋一史，中嶋孝夫，

島村正喜（石川県立），栗林正人，成本一隆，泉 浩二，角野佳史，

北川育秀，小中弘之，溝上 敦，高 栄哲，並木幹夫（金沢大） 過

活動膀胱 (OAB) の抗コリン薬（ソリフェナシン）投与に伴う口渇に

対し，ニザチジン 300 mg/日を併用し口渇の変化，OAB 症状の変化

を開始時， 4，8週後で評価する前向き臨床試験である．対象は

OAB に対しすでにソリフェナシンを投与され口渇を訴える30症例．

VAS では 4，8週後とも有意な改善効果を認めた．口腔水分計によ

る水分量評価では 4週後では有意差を得なかったが， 8週後では有意

な水分量の増加を認めた．OABSS には有意な変化を認めなかった．

口渇に対してニザチジンを併用する方法は，抗コリン薬を減量するこ

となく OAB を治療することのできる新たな手段である．

当科における f-TUL の検討 : 高島 博，上村吉穂，福田 護，江

川雅之（市立砺波） 2009年 1月より2009年12月までに当科で施行し

た f-TUL 症例51例の単回治療での成績について検討した．男性35例，

女性16例，平均年齢は60歳．結石部位は R2 7例，R3 11例，U1 31例

で複数結石例は18例（35％），嵌頓結石例は 8例（16％），結石の長径

総和 (stone burden) は平均 16㎜ (4∼40㎜) であった．尿管鏡はオリ

ンパス社製 URF-P5，砕石装置はニーク社製 Ho:YAG レーザーを使用

した．治療効果判定は f-TUL 施行後 3カ月以内に完全排石かつ閉塞

解除の得られたものを成功とし，4 mm 未満の残石を認めるものを含

めて有効とした．成功率および有効率は尿管結石症例では92，97％，

腎結石症例では71，93％だった．Stone burden 別での成功率は 10㎜

未満，10㎜ 以上 20㎜ 未満，20㎜ 以上でそれぞれ100，87，71％で

あった．平均手術時間は120分であった．合併症は尿管穿孔を 2例に，

腎盂腎炎を 3例に認めたが重篤な合併症は認めなかった．結石サイズ

によらず単回治療での成功を目指したため手術時間が長くなったが，

比較的良好な治療成績をえることができた．

前立腺生検における 3T-MRI の有用性 : 橘 宏典，喜久山明（浅

ノ川総合），西田宏人（同放射線） ［目的］前立腺生検前に MRI を

撮像した症例につき生検結果と比較し有用性を検討した．［対象・方

法］2006年 9 月から2009年12月までに生検前に MRI を撮像できた

117症例．生検方法は 8カ所系統的前立腺針生検を行い標的所見があ

る場合は追加採取を行い MRI 所見と前立腺生検結果を retrospective

に比較した．［結果］MRI における感度は98％，特異度19.4％，陽性

的中率47.6％であり MRI 所見と生検陽性コアが合致した割合は57.

3％と比較的高い数値を示した．［考察］MRI 陽性部位を意識した生

検により陽性コアの割合は高くなることが確認され，MRI の有用性

は確認できたが特異度，陽性的中率ともに低値であり今後，生検方法

の検討が必要であると考えられた．

ロボット支援腹腔鏡下前立腺全摘除術施行時における気腹頭低位に

よる心肺機能への影響 : 八重樫洋，角野佳史，福島正人，三輪聰太

郎，宮城 徹，前田雄司，溝上 敦，高 栄哲，並木幹夫（金沢大），

伊藤博徳，坪川恒久，山本 健（同麻酔） 当施設でのロボット支援

腹腔鏡下前立腺全摘除術 (RALP) は 12 mmHg の炭酸ガス気腹と，術

野展開のため 30°C の頭低位で行われている．以前より気腹や頭低位

による心肺機能への影響が指摘されており，今回その影響について開

腹手術 (OPEN) 群と RALP 群との比較検討を行った．循環・呼吸器

系の一般的な項目について，術中モニタリングし比較した結果，

RALP 群では気腹頭低位により平均血圧の上昇，気道内圧の上昇，肺

コンプライアンスの低下を認めたが，その変化は一時的であった．正

常範囲の心機能，呼吸機能を有している患者では，RALP は安全に施

行可能であると考えられた．

青壮年期における射精障害と下部尿路症状の関連 : 三輪吉司，大山

伸幸，秋野裕信，横山 修（福井大） ［背景・目的］近年の疫学的
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研究で下部尿路症状 (LUTS) と射精障害 (ejaculatory dysfunction :

EjD) との関連は明らかである．しかし若年者における EjD と LUTS

の関連についての報告はほとんどない．［対象・方法］45歳未満の223

名のボランティアを対象とし EjD と LUTS の関連を質問紙で検討し

た．［結果・結論］Ejaculation frequency，Orgasm frequency，Orgasm

ability は IPSS 総スコア，蓄尿症状と有意な負の相関を示した．

Painful ejaculation は IPSS 総スコア，蓄尿症状，排尿症状と有意な正

の相関を示した．これらの関連の機序は不明であるが慢性前立腺炎や

慢性骨盤痛症候群の関与が推察される．
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